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【学習計画】
単元 学習の目標（評価の観点：評価方法）
お迎えテスト
オリエンテーション
１章　数と式

１節　式の計算 整式の加法・減法・乗法、展開ができるようになる。
１．展開

２．因数分解 整式の因数分解ができるようになる。
複雑な整式について、目的に応じて工夫して展開したり、因数分解ができ
るになる。

前期中間考査
２節　実数 根号を含む式の計算や、分母の有理化をできるようになる。

１．実数　２．根号を含む式の計算
３節　１次不等式 １次不等式や連立不等式の解を求められるようになる。

１．不等式と１次不等式　２．不等式の応用 身の回りの事象に１次不等式を応用して考察できるようになる。

① ② ③ ① ② ③

２章　集合と論証
１節　集合 集合について基本的な事項を理解し、複数の集合についても扱うことが

１．集合 できるようになる。
２節　命題と論証 命題について真偽の判定ができるようになる。

１．集合命題と条件 簡単な命題について論理的に命題を証明できるようになる。
２．論証

論理的思考力

考察力

洞察力

自己実現力

観点 観点

実際評価

7

・日常的パフォーマンス評価 ・日常的パフォーマンス評価
・課題への取組 ・課題の提出状況など

・定期考査 ・定期考査 ・授業への取り組み
・小テスト・課題への取り組み ・数学的パフォーマンス評価 ・数学的パフォーマンス評価

・二次関数のグラフの特徴について
理解し、最大値や最小値を求めること
ができる
・二次関数のグラフを用いて二次不
等式の解を求めることができる。

・二次関数について、コンピュータなど
を活用して多面的に考察することがで
きる。
・日常や社会の事象などを数学的に
捉え、問題を解決することができる。

・集合や2次関数の考えを用いて考察するよさ
を認識し、問題解決にそれらを活用しようとした
り、粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよ
うとしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

4

月

・課題への取組 ・数学的パフォーマンス評価

自己評価
★単元ごとの評価規準 集合と論証、2次関数 ★7月上旬～9月下旬までの学習内容

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

6

5

・定期考査 ・定期考査 ・授業への取り組み

・小テスト・課題への取り組み ・数学的パフォーマンス評価 ・課題の提出状況など

・二次の乗法公式及び因数分解の
公式の理解を深めている。
・無理数の四則計算ができる。
・一次不等式の解を求めることができ
る。

・式を多面的に捉えたり目的に応じて
適切に変形したりすることができる。
・日常の事象や社会の事象などを数
学的に捉え，一次不等式を問題解決
に活用することができる。

・一次不等式を用いて、考察するよさを認識
し、問題解決にそれらを活用しようとしたり、粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断しようとして
いる。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

学習の到達目標

★評価規準 Ａ：十分満足できる Ｂ：概ね満足できる（基準） Ｃ：努力を要する

基盤的学力

表現力

協働力

育成を目指す
資質・能力

使用教科書 数学Ⅰ　Standard（東京書籍） 副教材

★単元ごとの評価規準 数と式 ★４月～6月下旬までの学習内容

傾聴力

情報活用能力

継続力

復元力（折れない心）

①数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析について理解を深め、事象を数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。
②数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析の学習内容を事象の考察に活かし、解決の過程や結果を振り返ることで　思考力・考察力・
判断力・表現力を身につける。
③数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を身につける。

課題解決能力

コミュニケーション能力

行動力

自己肯定感

判断力

創造力

共感力

★シラバス(学習の手引き)★ 5 年度版
Ａｂａｓｈｉｒｉ　Ｋｅｉｙｏ　ＨＩｇｈ　Ｓｃｈｏｏｌ

教科 数学
学科 普通科

学年 1

ＳＴＡＧＥ　数学Ⅰ＋Ａ

学校教育目標 高い志を立て、自己を練磨し、社会に貢献する人間の育成（立志・練磨）

年
必履修科目

科目 数学Ⅰ 単位数 3 単位

基礎的読解力

自己管理能力



３章　2次関数
１節　2次関数とそのグラフ ２次関数に関する理解を深め、平方完成により頂点を求め、グラフを作成

１．2次関数 できるようになる。
２．2次関数の最大・最小 ２次関数のグラフを利用して、最大・最小を求められるようになる。
３．2次関数の決定 与えられた条件を満たす２次関数を求められるようになる。

前期期末考査
２節　２次方程式と２次不等式 ２次方程式を解けるようにし、判別式と実数解の個数の関係についての

１．２次関数のグラフとx軸の共有点 理解を深める。また、実数解の個数と2次関数のグラフとx軸との共有点
２．2次関数のグラフとx軸の共有点の個数 についての関係について理解する。
３．２次不等式 ２次関数のグラフを活用して、２次不等式を解けるようになる。

① ② ③ ① ② ③

３．２次不等式 ２次関数のグラフを活用して、２次不等式を解けるようになる。
４章　図形と計量

１節　鋭角の三角比 直角三角形の三角比の定義や相互関係を理解し、与えられた三角比
１．直角三角形と三角比 から他の三角比の値を求めることができるようになる。
２．三角比の相互関係

後期中間考査
２節　三角比の拡張 座標を用いて三角比の概念を拡張し、三角比の性質を理解する。

１．三角比と座標 有名角の三角比を扱えるようにし、三角比を含む方程式を解けるようになる。
２．三角比の性質

３節　三角形への応用
１．正弦定理・余弦定理・面積の公式 正弦定理・余弦定理・面積の公式について理解を深め、与えられた条件

からどの公式を用いるか適切に判断し、活用することで辺の長さや角の大
きさ、面積を求めることができるようになる。

２．空間図形の計量 空間図形において、適切に図形を抜き出し、平面の問題として捉えること
で、空間図形における辺の長さ、角の大きさ、面積、体積などを求めるこ
とができるようになる。

５章　データの分析
１節　データの分析 データの分析に必要な用語を理解し、データを表やグラフに表現できる

１．データの散らばり ようになる。
学年末考査 与えられたデータについて、平均や分散、標準偏差、相関係数などの

２．データの相関 統計量を求めることができるようになる。
２節　データの分析の応用

１．データの分析を利用した問題解決 データの分析を利用し、データの傾向を読み取ることができるようになる。
３節　仮説検定

１．仮説検定 仮説検定についての理解を深め、簡単な主張について仮説検定がで
きるようになる。

◎前期振り返り ◎後期振り返り ▶備考

観点

自己評価 実際評価

観点

② ③①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 ① ② ③ ①
★最終評価総括（自己評価／実際評価） 自己評価総括 実際評価総括

・定期考査 ・定期考査 ・授業への取り組み
・小テスト・課題への取り組み ・数学的パフォーマンス評価 ・数学的パフォーマンス評価

3

2

1

12

11

10

・日常的パフォーマンス評価 ・日常的パフォーマンス評価
・課題への取組 ・課題の提出状況など

・三角比について理解し、正弦・余弦
定理を用いて辺の長さなどを求めるこ
とができる。
データを表などに整理したり，基本的
な統計量を求めたりすることができる。

・図形と計量の考えを日常や社会の事象に
活かし、問題を解決することができる。
・目的に応じてデータを収集・分析し、データ
の傾向を把握して事象を考察・表現すること
ができる。

・事象を三角比やデータの分析の考えを用い
て、考察するよさを認識し、問題解決にそれら
を活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠
に基づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り、評価・改善しようとしている。

★何で評価するか ★何で評価するか ★何で評価するか

★単元ごとの評価規準 図形と計量、データの分析 ★10月上旬～3月下旬までの学習内容

①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度
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